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 制度の概要

東京都が製造業の中小企業を対象に、節電設備導入費用の一部を助成する制度です。LED照

明器具、デマンド監視装置など節電効果の高い設備導入により、電力使用量削減と経営効率

化を同時に実現できます。

事前の節電診断受診が必須条件となっており、診断結果に基づく計画的な設備導入を支援し

ます。最大1,500万円まで助成率1/2で支援し、電力コスト削減による長期的な経営基盤強化

を図ります。

 支援内容

□ 節電対策設備導入支援

工場における節電設備の購入・設置費用を助成

最大1,500万円 助成率：1/2以内

 対象となる取組

【助成対象設備】

※付帯設備の設置費用も含む

 対象者

※製造業以外は対象外となります

 補足事項

 採択率向上のポイント

 戦略的分析

【電力コスト削減効果】

【競争力強化戦略】

 設備別節電効果の比較

最高効果設備：LED照明（省電力率70%）

総合効果：複数設備導入で最大50%の電力削減可能

 過去の採択事例傾向

業種分野 主要な導入設備

精密機械製造 LED照明+デマンド監視装置

食品加工業 LED照明+インバータ制御

金属加工業 総合節電システム導入

プラスチック成形 進相コンデンサ+LED照明

印刷業 デマンド監視+LED照明

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

助成金交付申請書

事業計画書

見積書

登記簿謄本等

 申請スケジュール

 問い合わせ

制度詳細 https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/josei/setsubijosei/led.html

申請システム

(Jグランツ)

https://www.jgrants-portal.go.jp/

お問い合わせ 東京都中小企業振興公社

企画管理部 設備支援課

〒101-0022 東京都千代田区神田練塀町3-3 大東ビル2階

TEL：03-3251-7889

受付時間：月～金曜日（祝日を除く）9時～12時、13時～17時

LED照明器具（既存照明器具の交換限定）

デマンド監視装置（電力使用量監視）

進相コンデンサ（力率改善装置）

インバータ（回転数制御装置）

東京都内で製造業を営む中小企業者

東京都内で製造業を営む中小企業団体

事前に節電診断受診が必須条件

節電診断から実施まで約2～3週間必要

過去受給事業者も未受給工場なら申請可

節電診断の活用：事前診断結果を活用した具体的計画策定

投資効果の明示：電力削減量と費用対効果を数値化

工場全体の最適化：部分的でなく総合的な節電計画

申請書類の精度：技術的根拠と経済効果の詳細記載

LED照明で従来比60～80%の省電力

デマンド監視でピーク電力25%削減可能

投資回収期間は通常3～5年程度

環境負荷削減による企業価値向上

電力コスト削減で価格競争力強化

最新設備導入で作業環境改善効果

節電診断の活用：専門診断による最適設備選定

技術的根拠の構築：省エネ効果の数値的裏付け

申請書類の精度向上：採択率向上のための書類作成

設備選定アドバイス：費用対効果の最大化

節電診断結果添付必須

設備導入計画の具体性確認

投資効果の数値的根拠記載

節電効果の定量的評価記載

工場全体の省エネ計画明示

設備仕様の詳細記載確認

付帯工事費用の内訳明示

製造業の業種確認

中小企業者要件の確認

節電診断申請

診断実施まで2～3週間、報告書交付まで診断後約1ヶ月。

早期申請が重要。

第2回公募期間

2025年9月10日（水）9時～9月17日（水）17時

Jグランツによる電子申請。

※GビズIDプライムアカウント必須。取得に2-3週間要注意。

審査期間

9月中旬～11月頃（予定）

交付決定通知

2025年11月下旬頃（すべての申請者に通知）

助成対象期間

2025年12月1日～2026年3月31日

発注・契約・実施・支払を期間内に完了必須

https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/josei/setsubijosei/led.html
https://www.jgrants-portal.go.jp/

